
 １ 国語 

学校番号 ３１４ 

 

令和３年度 国語科 

教科 国語科 科目 国語総合 単位数 ５ 年次 １ 

使用教科書 精選 国語総合 新訂版 （大修館書店） 

副教材等 

・最新国語便覧（大修館書店） ・常用漢字クリア五訂版（尚文出版） 

・解釈のための必携古典文法三訂新版（啓隆社） 

・基本の現代文１（尚文出版）  ・よむナビ古文①基礎編（いいずな書店）  

１ 担当者からのメッセージ 

・基礎的な国語の力を身に付けることを心がけましょう。 

・話し合いや文章記述、発表など、アクティブな活動を取り入れた授業を行います。 

・様々な文章を「読む能力」を向上させるとともに、コミュニケーションのための「話す・聞く

能力」や意思を伝えるための「書く能力」をしっかりと身に付けてください。 

・現代文の時間では漢字をはじめとする基礎的語彙力を、古典の時間では、有名な古文と漢文の

作品の音読や、本文を書き写すことによって親しみ、正しく心情等を理解するために語彙力や

文法の知識をしっかりと身に付けてください。 

・予習として必ず本文を読み、意味の分からない語句は辞書で調べておきましょう。 

・提出物の期限は守りましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

２ 学習の到達目標 

【授業の到達目標】 
 ・現代文、古文、漢文を問わず、様々な内容の文章を読み、それらに親しむことによって言語感覚

を磨き、ものの感じ方、考え方を深める。 
・教材の選択に際しては、生徒の興味が湧き出るような教材を選び、語彙を増やし、正確な漢字の
読みと書き取りの力をつけていく。評論では、現代のキーワードにつながる評論を取り上げ、時
代を理解する基本的な考え方をまず認識できるようになること、さらに、一面的でない捉え方や
自分の思考を深めて発展させていくことを目指す。小説では人間心理の変化を丁寧に読み取り、
豊かな感性を育てることを目標とする。古典を通じて、日本文化の基礎を作っている考え方や
感じ方にふれていく。 

 ・以上のように、現代文、古典の様々な文章の精読によって、豊かな言語感覚と多様な価値観を養
い、お互いの意見や感想を交換し批評する力（伝え合う力）を身につけ、他者との円滑なコミ
ュニケーションを図ることのできる力を養っていくことを到達目標とする。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う

力を進んで高め

るとともに、言

語文化に対する

関心を深め、国

語を尊重してそ

の向上を図ろう

とする。 

目的や場に応じ

て効果的に話

し、的確に聞き

取ったり、話し

合ったりして、

自分の考えをま

とめ、深めよう

とする。 

相手や目的、意

図に応じた適切

な表現による文

章を書き、自分

の考えをまと

め、深めている。 

文章を的確に読

み取ったり、目

的に応じて幅広

く 読んだり し

て、自分の考え

を深め、発展さ

せている。 

伝統的な言語

文化及び言葉

の特徴やきま

り、漢字などに

ついて理解し、

知識を身に付

けている。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワー

クシート等） 

行動の観察 

（発表等のパフ

ォーマンスの

評価） 

記述の確認及び

分析 

（ワークシー

ト、原稿用

紙） 

 

記述の確認及び

分析（ワークシ

ート） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査・小テ

スト 



上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

１
学
期 

評
論
の
内
容
を
理
解
す
るⅠ

 

【近代以降】 

 

教材：  

「水の東西」 

「まずは形から」 
○   ◎ ○ 

a:考えの進め方や、情景や心情の

推移など、文章の筋道を的確に

とらえようとしている。 

d:考えの進め方や、情景や心情の

推移など、文章の筋道を的確に

とらえている。 

e:正しく理解し、使いこなせる言

葉の数を増やしている。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

e：定期考査 

小
説
の
内
容
を
理
解
す
るⅠ

 

【近代以降】 

 

 

教材： 

「羅生門」 

 

 

 

○   ◎ ○ 

a:人物、情景、心情などを、どう

して書き手がこのように描い

ているのかを捉え、象徴、予兆

などに果たしている効果に気

付こうとしている。 

d:人物、情景、心情などを、どう

して書き手がこのように描い

ているのかを捉え、象徴、予兆

などに果たしている効果に気

付いている。 

e:文章の形態や文体の違いによ

る特色について理解している。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

d、ｅ: 

記述の確認及

び定期考査 

 

文
学
を
創
作
す
る 

デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
う 

【近代以降】 

〈羅生門」の感想や

話の続きを考えて書

かせてみる。〉 

 

教材： 

ワークシート、 

原稿用紙 

○ ○ ◎  ○ 

a:自分の率直な気持ちや意見が

書かれているかどうか。 

b:登場人物の心境を根拠に基づ

いて話し合ってみる。 

c:物事の様子や場面などを、読み

手が言葉を通してありありと

想像できるよう描いている。 

e:書くことに必要な、文の組立て

について理解している。 

ａ、ｂ、c、ｅ： 

記述の点検と確

認及び分析 

古
文
入
門 

【古典】 

教材： 

説話『沙石集』 

「ねずみの婿とり」 

『宇治拾遺物語』 

「児のそら寝」 

「絵仏師良秀」 

『今昔物語集』 

「阿蘇の史、盗人に

あひてのがるること」 

文法等…歴史的仮

名遣い、文語の用言

の基礎 

○   ◎ ○ 

a:文章に描かれている人物の心

情を表現に即して読み、異なる

立場から読み深めようとして

いる。 

d:文章に描かれている人物の心

情を表現に即して読み、異なる

立場から読み深めている。 

e:古文を読むことに役立つ、文語

のきまりを身に付けている。 

ａ：行動の観察 

 

ｄ：記述の確認

及び定期考

査 

 

ｅ：小テスト及び

定期考査 



２
学
期 

評
論
の
内
容
を
理
解
す
るⅡ

 

【近代以降】 

 

教材： 

「動的平衡としての

生物多様性」 

「自然と人間の関係

をとおして考える」 

 

○   ◎ ○ 

a:文章の構成や展開を確かめ、文

章の内容にふさわしい文体や

語句、表現の技法が用いられて

いるかどうかを考察しようと

している。 

d:文章の構成や展開を確かめ、文

章の内容にふさわしい文体や

語句、表現の技法が用いられて

いるかどうかを考察している。 

e:ジャンルを超えた多くの分野

にチャレンジすることで、感性

を深め、人間と社会を見る視野

を広げているか。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ、ｅ: 

記述の確認と分

析及び定期考

査 

 

小
説
の
内
容
を
理
解
す
るⅡ

 

【近代以降】 

 

 

 

 

教材： 

「鏡」 

 

 

 

 

 

 

○ ○ ○ ◎  

a:主人公の体験談を通じて人物

像、情景、心情などを、どうし

て書き手がこのように描いて

いるのかを捉え、象徴、表現の

効果に気付こうとしている。 

b:登場人物の心境、物語の執筆意

図などを根拠に基づいて話し

合ってみる。 

c:感想を書いてみる。 

d:人物、情景、心情などを、どう

して書き手がこのように描い

ているのかを捉え、象徴、表現

の効果に気付いている。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

b:的確に聞き、

意見を発表して

いるかどうか。 

c:テーマに沿っ

た感想が書けて

いるか。 

d、ｅ: 

記述の確認と分

析及び定期考

査 

 

短
詩
形
文
学
を
味
わ
う 

【近代以降】 

〈詩歌の代表的な作

品を鑑賞する〉 

 

教材：教科書に掲載

された詩、俳句と短

歌 

 

○   ◎ ○ 

a:人物、情景、心情などを、どの

ように書き手が描いているの

かを捉え、言葉の美しさや深さ

に気付こうとしている。  

d:人物、情景、心情などを、どの

ように書き手が描いているの

かを捉え、言葉の美しさや深さ

に気付いている。 

e:文章の形態や文体の違いによ

る特色について理解している。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ、ｅ： 

記述の確認と分

析及び定期考

査 

 

古
文
の
物
語
を
読
む 

【古典】 

 

教材： 

物語『竹取物語』 

「なよ竹のかぐや姫」 

『伊勢物語』 

「東下り」 

「筒井筒」 

 

文法等…文語助動

詞の活用等 

 

○   ◎ ○ 

a:文章に描かれている情景を、文

や文章、語句などから離れない

ようにして読み、人物の言動や

状況を捉える手掛かりとしよ

うとしている。 

d:文章に描かれている情景を、文

や文章、語句などから離れない

ようにして読み、人物の言動や

状況を捉える手掛かりとして

いる。 

e:古文を読むことに役立つ、文語

のきまりを身に付けている。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

e:小テスト及び

定期考査 



２
学
期 

漢
文
入
門 

【古典】 

 

教材： 

 漢文とは 

 １ 訓読～ 

 ５ 訓読に親しむ 

 

故事成語「蛇足」 

 

○   ◎ ○ 

a:我が国の言語文化は、中国をは

じめとする外国の文化の受容

とその変容を繰り返しつつ築

かれてきたことに気付こうと

している。 

d:文章の組立てや骨組みを的確

に捉えている。 

e:漢文を読むことに役立つ、訓読

のきまりを身に付けている。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

e:小テスト及び

定期考査 

３
学
期 

評
論
の
内
容
を
理
解
す
るⅢ

 

【近代以降】 

 

 

 

教材： 

「意味と身体」 

 

 

 

○   ◎ ○ 

a:文章の構成や展開を確かめ、文

章の内容にふさわしい文体や

語句、表現の技法が用いられて

いるかどうかを考察しようと

している。 

d:文章の構成や展開を確かめ、文

章の内容にふさわしい文体や

語句、表現の技法が用いられて

いるかどうかを考察している。 

e:正しく理解し、使いこなせる言

葉の数を増やしている。  

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ:記述の確認と

分析及び定

期考査 

 

e:定期考査 

小
説
の
内
容
を
理
解
す
るⅢ

 

【近代以降】 

 

 

 

 

教材： 

「セメント樽の中の手

紙」 

 

 

 

 

○   ◎ ○ 

a:人物、情景、心情などを、どう

して書き手がこのように描い

ているのかを捉え、象徴、予兆

などに果たしている効果に気

付こうとしている。 

d:人物、情景、心情などを、どう

して書き手がこのように描い

ているのかを捉え、象徴、予兆

などに果たしている効果に気

付いている。 

e:文章の形態や文体の違いによ

る特色について理解している。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

d、ｅ: 

記述の確認と分

析及び定期考

査 

 

様
々
な
漢
文
を
読
む 

【古典】 

 

教材： 

漢詩「絶句」 

「送元二使安西」 

「春望」  

 

○   ◎ ○ 

a:考えの進め方や、情景や心情の

推移など、文章の筋道を的確に

捉えようとしている。 

d:考えの進め方や、情景や心情の

推移など、文章の筋道を的確に

とらえている。 

e:漢文を読むことに役立つ、訓読

のきまりを身に付けている。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

d:記述の確認及

び定期考査 

e:小テスト及び

定期考査 

古
文
の
俳
諧
を
読
む 

【古典】 

 

 

教材： 

紀行文『奥の細道』 

「旅立ち」 

「平泉」 

「立石寺」 

○   ◎ ○ 

a:人物、情景、心情などを、どの

ように書き手が描いているの

かを捉え、言葉の美しさや深さ

に気付こうとしている。  

d:人物、情景、心情などを、どの

ように書き手が描いているの

かを捉え、言葉の美しさや深さ

に気付いている。 

e:古文を読むことに役立つ、文語

のきまりを身に付けている。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

e:小テスト及び

定期考査 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度 b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

 ※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付けて○印を、ま

た、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」）に関わる観点には

◎を付している。 


